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                  A Case of Urachal Tumor 
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                       (Director  : Prof. Tadayoshi Arakawa) 
   In a case of urachal tumor, male, 51 years old, we found it arising in the vertex of 
the bladder, and partial resection of bladder wall was performed in this case. 
   Histological diagnosis of this tumor was adenocarcinoma with mucin. On this disease 
there have been reported thirty-two cases in our country.























この症状が続いた.そ の後 自然にこの症状は 消失 し
た.と ころが1週間前から再び前記同様の症状が現わ


















































































か ん が え
1863年Hue&Jacquinが始 め て尿膜管腫瘍
を報告 してい る.そ の後 の報告 は 比較的 に少
く・Beg9,Hayes&Sega1,辻,川井 らの集
めた文献 に よつ ても本 症はか な り稀 有な疾患 と
思われ る.1951年Hurwitzは2例の 自験 を加
え て54例の尿膜管癌 の報 告 をな し,本 邦では 川
井 ・黒川 ・手塚 らが 自験 例2を 併せ て11例を集
め てい る.現 在 まで我 欧が集 め得 た例数 は 自験
の1例 を併せ て計32例であ る(表 参照)
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腹部の腫瘤形成を認 めた ものは僅かに3例 に過
ぎない.下 腹部牽引痛,緊 張感は26例申6例に
認められている.他 に頻尿5例,腰 痛2例,尿









瘍5例,乳 頭伏腫瘍4例,粘 膜面の膨隆した も
のが3例 である.本 邦例では萄葡房状腫瘍3





















橋,山 下らの各1例,辻,川 井,野 中らの各2
例に気体撮影法に膀胱圧迫像を得ている.我 汝
の症例では腫瘍が小さいのでレ線撮影による圧










































再 発 も局所的再発が多 く(Begg,Dekorte,
Scholl,Payne&Jones,Hayes&Sega1,
Ferrier,Craing&Foord)術後剖 検例 にお
いて腹腔 内,恥 骨,肺,肝 転移 な どを散 見す る
に過 ぎず,本 邦では未 だその報 告に接 しない.
別出腫瘍の組織学的所見:Beggによれば31
例中18例は粘液癌,単 純な腺癌3例,良 性線維


















め,周 辺粘膜が全 く冒されず,手 術所見 も膀胱
壁 内より外壁に向い発育増大 してお り,正中線
腹膜に密に癒着し,組織学的にもムチ ン分泌を
伴 う腺癌構造を示したので,尿膜管性腺癌 と診
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